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2015 年に国連で採択された SDGs（持続
可能な開発目標）は、2030 年までに達成

すべき目標として、今や国内外を問わず広く認知されており、私共が日々暮らすこの地域社会において
も広がりを見せています。

私共の使命は、土木工事、建築工事という社会基盤の整備を通じ、地域に住まう人々の安全・安心な
暮らしの実現に資することであり、その使命を全うすべく、大正元年の創業以来、100 年以上の長きに
渡り地域に根差し、事業活動を行って参りました。

この使命は、SDGs の達成とその目的をひとつにするものであり、私共は今後も事業活動を通じて
SDGs の達成に寄与し、地域社会の発展に貢献して参ります。
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SDGsへの取り組み

3.	すべての人に健康と福祉を

4.	 質の高い教育をみんなに

5.	 ジェンダー平等を実現しよう

8.	 働きがいも経済成長も

増田組が貢献する
SDGs17のゴールとターゲット

3.5	 薬物乱用やアルコールの有害な摂取を含む、物
質乱用の防止・治療を強化する。

3.6	 2020年までに、世界の道路交通事故による死
傷者を半減させる。

4.4	 2030年までに、技術的・職業的スキルなど、
雇用、働きがいのある人間らしい仕事及び起業
に必要な技能を備えた若者と成人の割合を大
幅に増加させる。

5.1	 あらゆる場所における全ての女性及び女児に対
するあらゆる形態の差別を撤廃する。

8.1	 各国の状況に応じて、一人当たり経済成長率を
持続させる。特に後発開発途上国は少なくとも
年率７%の成長率を保つ。

8.5	 2030年までに、若者や障害者を含む全ての男
性及び女性の、完全かつ生産的な雇用及び働
きがいのある人間らしい仕事、並びに同一労働
同一賃金を達成する。

8.6	 2020年までに、就労、就学及び職業訓練のい
ずれも行っていない若者の割合を大幅に減らす。

8.8	 移住労働者、特に女性の移住労働者や不安定
な雇用状態にある労働者など、全ての労働者
の権利を保護し、安全・安心な労働環境を促
進する。

9.	 産業と技術革新の基盤をつくろう
9.1	 全ての人々に安価で公平なアクセスに重点を置いた経済発展と人

間の福祉を支援するために、地域・越境インフラを含む質の高い、
信頼でき、持続可能かつ強靱（レジリエント）なインフラを開発する。

11.	住み続けられるまちづくりを
11.6	2030年までに、大気の質及び一般並びにその他の廃棄物の管理

に特別な注意を払うことによるものを含め、都市の一人当たりの
環境上の悪影響を軽減する。

11.7	2030年までに、女性、子供、高齢者及び障害者を含め、人々に
安全で包摂的かつ利用が容易な緑地や公共スペースへの普遍的ア
クセスを提供する。

11.a 各国・地域規模の開発計画の強化を通じて、経済、社会、環境面にお
ける都市部、都市周辺部及び農村部間の良好なつながりを支援する。

12.	つくる責任 つかう責任
12.5	2030年までに、廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再利用

により、廃棄物の発生を大幅に削減する。
12.7	国内の政策や優先事項に従って持続可能な公共調達の慣行を促

進する。
12.8	2030年までに、人々があらゆる場所において、持続可能な開発

及び自然と調和したライフスタイルに関する情報と意識を持つよ
うにする。

13.	気候変動に具体的な対策を
13.1	全ての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靱性（レ

ジリエンス）及び適応の能力を強化する。

14.	海の豊かさを守ろう
14.1	2025 年までに、海洋ごみや富栄養化を含む、特に陸上活動によ

る汚染など、あらゆる種類の海洋汚染を防止し、大幅に削減する。



（2）

定
し
、
結
果
が
出
る
ま
で
の
数
十
秒
の

間
は
心
配
で
し
た
が
、
実
年
齢
よ
り
四

歳
若
い
結
果
と
な
り
安
心
し
ま
し
た
。

血
管
の
年
齢
が
実
年
齢
よ
り
五
歳
以

上
高
い
方
は
『
動
脈
硬
化
』
が
起
き
や

す
い
状
態
で
す
。
日
々
の
生
活
習
慣
を

見
直
し
、
改
善
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
動
脈
硬
化
に
な
り
ま
す
と
『
心
筋

梗
塞
、
脳
梗
塞
、
脳
卒
中
』
な
ど
の
命

に
関
わ
る
病
気
に
繋
が
る
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。
動
脈
硬
化
と
い
い
ま
す
と
中

高
年
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
近

年
で
は
若
年
層
も
動
脈
硬
化
の
人
が
い

ま
す
。
現
在
の
血
管
が
老
化
し
て
い
て

も
日
々
の
生
活
習
慣
で
食
事
・
喫
煙
・

飲
酒
・
運
動
を
改
善
す
れ
ば
若
返
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
食
事
に
関
し
ま

し
て
は
減
塩
し
た
食
事
、
運
動
に
関
し

ま
し
て
は

ち
ょ
っ
と
し

た
距
離
の
移

動
は
徒
歩
で

す
る
と
い
う

簡
単
な
こ
と

で
改
善
に
繋

が
り
ま
す
。

七
月
一
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
『
全

国
安
全
週
間
』
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

弊
社
も
安
全
週
間
日
程
と
は
多
少
日

程
は
ず
れ
ま
し
た
が
、
各
種
行
事
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

七
月
二
日
に
『
管
理
車
両
点
検
・
運

転
免
許
証
実
物
確
認
』
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。当
然
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

不
携
帯
・
無
免
許
の
職
員
が
い
な
く
て

安
心
し
ま
し
た
。
今
後
も
定
期
的
に
確

全
国
安
全
週
間

認
を
し
て
い

き
ま
す
。
午

後
は
職
員
を

対
象
に
安
全

教
育
を
実
施

し
ま
し
た
。

今
回
は
消
火

器
の
使
用
方

法
と
い
う
こ

と
で
、
実
際

の
火
災
の
初
期
消
火
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

七
月
三
日
は
、『
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
』

『
環
境
整
備
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

梅
雨
時
期
は
毎
日
の
よ
う
に
雨
が

降
る
た
め
、
地
山
も
緩
み
崩
土
災
害
が

起
き
や
す
い
で
す
。
ま
た
足
元
も
悪
く

転
倒
災
害
も
起
こ
り
や
す
い
た
め
、
現

場
関
係
者
に
注
意
を
促
し
ま
し
た
。
環

境
整
備
で
は
、
会
社
周
り
の
植
木
の
剪

定
、
職
員
駐
車
場
の
草
刈
り
を
実
施
し

ま
し
た
。

七
月
五
日
、
六
日
と
、『
健
康
チ
ェ
ッ

ク
』
と
い
う
こ
と
で
明
治
安
田
生
命
様

に
来
社
し
て
い
た
だ
き
『
メ
デ
ィ
カ
ル

ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
』
と
い
う
血
管
年
齢
測

定
器
を
使
用
し
、
職
員
の
血
管
年
齢
を

測
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
測

六
月
二
十
九
日（
火
）～
三
十
日（
水
）

に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
更
新
審
査
が
Ｊ

Ｑ
Ａ
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
中
旬
に
内
部
品
質
監
査
を

行
っ
て
お
り
、
業
務
簡
素
化
等
の
課
題

が
上
が
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
Ｏ
Ｂ
も

な
く
更
新
審

査
を
迎
え
ま

し
た
。

今
年
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
を

実
施
し
な
が

ら
各
部
署
に

て
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

土
木
部
に
お
い
て
は
現
在
施
工
中
の

工
事
を
、
建
築
部
で
は
完
成
し
て
い
る

工
事
の
内
容
を
監
査
し
ま
し
た
。

共
に
若
手
が
現
場
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
改
善
指
摘
事
項
が
発
見
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
少
し
ず
つ
会
社
単

位
で
の
業
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
向
上

し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１更新

審
査
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【
総
合
所
見
】

過
去
三
年
を
対
象
に
し
た
更
新
審
査

で
あ
り
、
品
質
・
採
用
・
育
成
等
Ｑ
Ｍ

Ｓ
の
有
効
性
は
大
き
く
改
善
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
今
後
、
中
期
的
に
は
大
き

な
市
場
の
拡
大
は
望
め
な
い
も
の
の
、

工
事
成
績
の
向
上
、
働
き
方
改
革
や
リ

モ
ー
ト
作
業
、
外
国
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

育
成
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
新
規
顧
客
の

開
拓
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

部
署
ご
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
よ
る
改
善
も
一
つ
の
方
法
で
、
そ
れ

ら
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
践
す
る

事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

と
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
の
監
査
は
、
改
善
の
機
会
と
い

う
こ
と
で
、
育
成
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
し
、
効
果
的
に
育
成
す
る
仕
組
み
作

り
に
改
善
の

余
地
が
あ
り

ま
し
た
。

早
急
に
改

善
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

みなさん、こんにちは。風紋8月号（5回目）は、
人との出会いではなく、書籍との出会いによって、
運命が変わったお話をさせていただきます。
前回は、業績が低迷していた営業所を営業本
部長のアドバイスによって活性化し、売上No.1
の拠点になったプロセスをお話しました。
そして、その時に大きな発見をしました。
今更ながらカミングアウトしますが、高校時代
の私はどうしようもない不良少年で、麻雀やバイ
ク、ディスコ（今で言うクラブのようなもの）に明
け暮れて過ごし、遊んでばかりいました。ちょっ
とした遊びのプロです。（笑）　しかし、業績の低
迷していた営業所をみんなで協力して全社No.1
の拠点にしたプロセスは、それまで私が経験し
たどんな遊びよりも楽しかったのです。
自分のまわりの友人を見渡して驚いたこと
そんな最高に楽しい仕事の経験をした私は、
高校時代・中学時代の友人と遊んだり、飲みに行
くたびに、ちょっとずつ違和感を持つようになっ
ていました。
なぜなら、友人達から聞く話のほとんどが会
社や上司に対する愚痴や不満ばかりだったから
です。
あれ？仕事ってめちゃめちゃ楽しいのに、みん
なはそれほど仕事が好きじゃないのかなと感じ
た私は、いろんな友人と飲みに行ってはリサーチ
をしてみました。
結果、私の友人はみんな仕事が大嫌いなこと
が判明したのです。
でも考えてみて下さい。私を含めたほとんどの

人は、学校を卒業すると何らかの形で就職し、働
くことになります。
しかも、多くの人は定年を迎えるまで一生涯、
仕事をするのです。その生涯かけて取り組む仕
事が嫌で嫌でたまらない大嫌いなものだとした
ら、本当に不幸な人生だと思いませんか？
私の運命を変えた、ある書籍との出会い
そんな問題意識を抱えながら、あるときふらっ
と書店に行くと、私の目にとても素敵な書籍の
タイトルが飛び込んできました。
その書籍は「働き好きで何が悪い」というタイ
トルで、ある経営コンサルティング会社の社長が
書いた本でした。
その本には、苦労してイヤイヤ働く労働者か
ら、ワクワクしながら楽しく働く楽働者になろ
うと書いてありました。さらにそのコンサルタン
トは、働くとは傍楽（傍を楽にする）ことなのだ
と言うのです。
働くことによって、自分の周囲の方々を楽にし
て、楽しくする！なんて素晴らしい考え方だと心
から共感しました。
世の中の多くの人は、仕事の楽しさを見出すこ
とが出来ず、イヤイヤ働いています。でも、ほんの
少し「ものの見方、考え方を変える」ことにより、
また、ほんの少し「仕事に対する取り組み方を変
える」ことにより、仕事は本当に楽しいのだとい
うことをみんなに伝えたい。
これこそが私にとって、働き（傍を楽にする）だ！！
気がつけばその書籍の巻末に書かれていたそ
のコンサルティング会社に電話をして、こう告げ
ていました！「御社で働きたいので採用をしてく
れませんか？」と…。
こうして、私は経営コンサルティング会社で働
くことになったのです。

Thank you for meeting
渡 瀬  吉 朗 Vol. 5
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職
業
講
話

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
期
間

中
、
浜
岡
北
小
学
校
の
児
童
の
安
全
を

見
守
り
ま
し
た
。
先
日
も
飲
酒
運
転
の

車
が
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
を
は
ね
て

し
ま
う
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
た
ば
か

り
で
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー

は
、
く
れ
ぐ

れ
も
安
全
運

転
を
お
願
い

し
ま
す
。

校校校

補補補

助助助

登登登

今
年
も
八
月
九
日
（
月
）
～
来
年
一

月
五
日（
水
）ま
で
の
１
５
０
日
間
チ
ャ

レ
ン
ジ
ラ
リ
ー
へ
参
加
し
ま
す
。
各

チ
ー
ム
と
も
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

参
加
チ
ー
ム

❶ 

落
合
智	・
萩
原	

・
松
下
光

❷ 

藤
原
和	・
八
木	

・
松
永

❸ 

加
藤	

・
藤
原
茂	

・
落
合
雅

❹ 

内
田	

・
河
原
㟢	

・
松
下
優

❺ 
山
下
茂	・
植
田	

・
山
下
真

六
月
二
十
九
日
に
御
前
崎
市
建
設
業

組
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
浜
岡
砂
丘
の
海

岸
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
砂
浜
の
約
一
万
㎡
の
広
さ

を
手
作
業
で
ゴ
ミ
や
大
き
な
石
な
ど
の

分
別
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
も
ゴ

ミ
が
少
な
く
感
じ
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

自
然
環
境
保
護
の
為

に
も
、
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
い
け
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
リ
ー
１
５
０

組
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
ま
た
は
延
期
に
な
る
場
合
有
り

夏
季
休
暇
の
お
知
ら
せ

８
月
12
日
㈭
～
15
日
㈰

行
事
記
録
（
6
27

〜
7
26

）

6
29	

静
岡
ど
ぼ
く
ら
ぶ
若
手
交
流
会・島
田

	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
砂
丘
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

6
29
～
6
30	

Ｉ
Ｓ
Ｏ
定
期
審
査

7
1	

第
三
十
五
回
袋
井
地
区
建
設
業
安
全
大
会・袋
井

7
1
～
7
7	

全
国
安
全
週
間

7
1
～
7
10	

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

7
2	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会・全
体
会

7
5	

袋
井
建
協
第
四
回
技
士
会
代
議
員
会・袋
井

7
6	

袋
井
建
協
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
研
修
会・袋
井

7
14	

中
建
青
静
岡
支
部 

令
和
三
年
度
通
常
総
会・静
岡

7
20	

令
和
三
年 

袋
井
建
協
第
二
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会・袋
井

7
26	

令
和
三
年
度 

静
岡
県
若
手
建
設
経
営
者
の
会
通
常
総
会・静
岡

7
26
～
7
28	

県
立
池
新
田
高
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
生
受
入

行
事
予
定
（
7
27

〜
8
26

）

7
28	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

7
30	

袋
井
建
協
第
五
回
技
士
会
代
議
員
会・袋
井

8
9	

第
九
十
六
回
Ｃ
Ｈ
あ
す
な
ろ
会
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

8月安全努力目標
年度安全標語年度安全標語〈〈気を抜くな 慣れた作業に意外な危険気を抜くな 慣れた作業に意外な危険

‌‌リスク回避で安全作業リスク回避で安全作業〉〉
作業安全

・作業エリアを明確にし、確実な誘導
・熱中症・コロナ予防対策の実施
交通安全

・かもしれない運転の実施
環境目標

・室内の温度で
エアコンのON・OFFを行いましょう

浜
岡
中
学
校
で
職
業
講
話
を
し
て
き

浜
岡
中
学
校
で
職
業
講
話
を
し
て
き

ま
し
た
。
建
設
業
以
外
に
も
多
く
の
職

ま
し
た
。
建
設
業
以
外
に
も
多
く
の
職

種
の
方
が
い
る
中
で
、

種
の
方
が
い
る
中
で
、
四
十
四
十
人
く
ら
い

人
く
ら
い

の
生
徒
さ
ん
に
建
設
業
の
魅
力
、
災
害

の
生
徒
さ
ん
に
建
設
業
の
魅
力
、
災
害

時
の
対
応
や
仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い

時
の
対
応
や
仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い

て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨昨

今
建
設
業
界
で
は
、
男
性
に
限
ら
ず
多

今
建
設
業
界
で
は
、
男
性
に
限
ら
ず
多

く
の
女
性
も
活
躍
し
て
い
る
中
で
、
女

く
の
女
性
も
活
躍
し
て
い
る
中
で
、
女

子
生
徒
さ
ん
も
真
剣
に
話
を
聞
い
て
く

子
生
徒
さ
ん
も
真
剣
に
話
を
聞
い
て
く

れ
て
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

れ
て
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
、

し
た
。
今
回
は
、
中
学
一
年
生
と
二
年

中
学
一
年
生
と
二
年

生
が
対
象
で
し
た
の
で
、
ま
だ
ま
だ
進

生
が
対
象
で
し
た
の
で
、
ま
だ
ま
だ
進

路
を
考
え
る
と
い
う
感
じ
で
は
な
か
っ

路
を
考
え
る
と
い
う
感
じ
で
は
な
か
っ

た
で
す
が
、
将
来
の
進
学
時
や
職
業
選

た
で
す
が
、
将
来
の
進
学
時
や
職
業
選

択
時
に
建
設
業
を
志
し
て
も
ら
え
れ
ば

択
時
に
建
設
業
を
志
し
て
も
ら
え
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
。

う
れ
し
い
で
す
。


